
 

 

 

 

今週末には橘祭が行われます。橘祭などの人がたくさん集まる学校行事の際に、インフルエンザや 

新型コロナウイルスなど感染症が広がることがあります。 

今日から橘祭当日まで、毎朝自宅で健康観察を行い、体調が悪いと感じたときは必ず、熱を測ってくださ 

い。もし、発熱等で体調が悪い時には無理をして登校しないようにしましょう。 

また、授業中はもちろん、橘祭の準備や当日も、窓を開けたり換気扇を回したりして、換気ができるようにしてください。 

特に橘祭の時に、暗幕等で教室を暗くする場合は、会場づくりの時から換気ができるように工夫してくださいね。 
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 新型コロナウイルスは、主に『エアロゾル』と呼ばれる、ウイルスを含んだとても小さな粒を吸い込むことで感染すると考 

えられています。この粒はとても小さいため、マスクだけでは完全に防ぐことはできません。 

また、飛沫感染するインフルエンザのように、しぶきがすぐ床に落ちるのとは違い、コロナのエアロゾルは軽いので、 

空気中に長くただよい続けます。そのため、部屋の空気を入れ替えて外に追い出すこ 

とが、感染を防ぐために一番大切です。橘祭では、準備の時から感染予防のために換 

気を心がけてください。また体調不良の人は必ずマスクを着用しましょう。 

 

 

部室などの狭い部屋 
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文化祭の準備 
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 2学期が始まり、保健室には体調不良を訴えてくる生徒が来室します。 

体調不良で来室した生徒には、「なぜ体調不良になったと思うか」「寝た時間や起きた時間」 

「ご飯を食べたかどうか」などを必ず聞いているのですが、朝ご飯や昼ご飯を食べていない 

という生徒がたくさんいました。中には、今日、たまたま食べなかったのではなく、普段から、 

朝は時間が無くて食べていない（そして午前中に体調不調で来室する）という生徒、1日に１回しかご飯を食べないと 

いう生徒も珍しくなくなってきました。食べない理由にはいろいろありますが、食べるものやお金が無いからではなく、 

「食べる時間がない」「食べるのがめんどうくさい」「食べたくない」と言われることがほとんどでした。 

 

さて、以前小学校で働いていた時に、給食を担当する栄養士の先生が、給食の時間の放送で、こんな 

お話をしていました。 

「私は先週、年を取ったお母さんを看取りました（亡くなるまでお世話をしました）。お母さんは年を 

とって体がだんだん弱ってしまい、最後はごはんを食べられなくなって亡くなりました。私は栄養士 

として、ごはんを作ってみんなに食べてもらう仕事をしていますが、お母さんが食べられなくなる姿 

を見て、『食べることは生きること・生きることは食べることなんだ』と強く感じました。だからみな 

さんも、元気でいるためにしっかりごはんを食べましょう。そしてしっかり食べて、元気に生きていきましょう。」 

 

私は職員室で給食を食べながらこの話を聞いたのですが「食べることは生きること、生きることは食べること」という

言葉を今でも忘れることはできません。 

今、食欲がない、おなかがすかない、食べることが楽しくない、食べることは面倒なことだ…と感じてい 

る人はいませんか？その人は、生きること、毎日の生活に疲れていませんか。または、将来に対して不安 

があったり、明日のことを考えたりできないほど心に余裕がないのではありませんか。または、体の中 

に病気があって、そのせいで食べたいと思えないのかもしれません。生きるために絶対に必要な、食欲

がない、食べたいと思えないというのは、生き物としては緊急事態です。 

ちなみに、人は食べ物からも水分をとっているので、１食食べないと４００ｍｌ以上水分が不足するし、 

汗で出てしまう塩分も不足してしまうので、脱水と塩分不足で熱中症のリスクがとても高くなります。 

 

高校生のうちは、「おなかがすいたら食べる」「おなかがいっぱいになれば、なんでもいい」と考えて 

しまうのも無理はないかもしれません。でも、高校３年生で１８歳になれば成人で、「大人」になります。自分で自分の行動

に責任を取らなくてはいけません。また高校は給食ではないので、（保護者が用意してくれなければ）自分で食べるものを用意

しなければ食べることはできないし、自分で用意する場合には、何を食べるのかを自分で考えて選ぶ必要があります。

そしてそれは、自分で食べることができなくなるまで、一生続くことなのです。 

 

生きることは食べること 食べることは生きること・・・ 

食べることを大切にするということは、自分を大切にすることだし、自分を守ることでもあります。 

あなたの体は、あなたが食べたもので作られるからです。 

ぜひこの機会に、「食べること」について考えてみましょう。もし、食欲が出なくて食べられない、 

食べることが面倒で食べられない、家庭の事情で食べ物やお金がない・・・という人がいるならば、 

今すぐ保健室に来てください。 

一緒にその原因や対策について考えてみませんか？ 

そして、「食べること」を考えながら、よりよく「生きること」についても、考えてみましょう。 

生きることは食べること 食べることは生きること 


